








（Meltzo & Moore, 1977）ことから、模倣は我々人間が生得的に持っている



































































これに対して、Lakin, Chartrand & Arkin（2008）では、サイバー・ボー










































































































































n 16 17 15 13
顎 0.94ab 2.00a 0.78ab 0.33b
顔全体 7.15a 7.70a 5.10ab 2.24b
上半身 7.41a 7.78a 5.35ab 2.29b
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